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本研究では,2つ の住宅事例を通 してタイにおける住空聞の特性を明らかにすることを目的としている。タイ住居

では多 目的に使用される広問空問がみられるが,タ イ国有鉄道職員のための集合住宅は広間空間が共用空間として計

画された他に類をみない事例である。1930～40年 代に建設された木造高床ローハウスの60年 以上に及ぶ居住過程を

明らかにし,広間空間が保持されたきた背景には日常生活だけでなく儀礼時の役割が大きいことを明らかにしている。

また,水 辺住宅でも広闇空間は保持されるが水とは直接結びつかず,日 中の居場所となる別の多 目的空問が水と接す

るようにつくられることを明らかにしている。
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 RELATIONSHIP BETWEEN ACTIVITIES AND LIVING SPACE IN THAI HOUSES
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The purpose of this study is to clarify the spatial characteristics of two kinds of housing, especially looking at the multipurpose 

space. The row house at Chitlada State Railway of Thailand housing is constructed in 1930-40s and still exisitng. The Common 

multipurpose space such as the shared Chan is not actively used for daily social communications as used to be, however still helped 

for practical uses and as ritual space. Riverside house also keeps multipurpose space in the house mainly as ritual space and have 

another space for daily activity near the. river.

1.は じめに

1.1研 究の 臼的

東南アジアとりわけタイでは,1980～90年 代に著 し

い経済成長とマイナス成長期を経て,大都市および農村

における居住環境が大きく変容 した。都市では投機目的

のコン ドミニアムなどが林立し,農村においても住宅形

態は大きく変化した。東南アジアでみられるような地域

の自然や社会環境を考慮した都市型住宅のモデルと呼べ

るようなものはタイではまだ提示されていない。本研究

では,タ イの住宅を対象として,食 事や就寝,く ろぎや

入々とのコミュニケーションといった日常生活行為が住

宅のどこで行われるのかを明 らかにし,住宅計画を考え

るうえで重要となる住空間の特質について明 らかにする

ことを目的としている。

タイの都市および農村住居においては,食 事や昼寝,

くつろぎや接客などをは更)め用途を限定しない多日的に

使用され,特定の室名称を持たない広間空問がみ られる

注1)。本研究では二つの住宅事例を対象にこの広間空間

の機能と役割について明らかにする。一つは,1930～40

年代に建設され多目的な広間空間が共用空間として計画

された集合住宅である。60年 以上にわたって住み続け

られてきたその過程を明らかにし,共用空間としての広

間空間の役割について考察する。もう一つは水辺住宅で

ある。水辺住宅における広聞空聞の存在を明らかにし,

水との関わ りについて考察する。

1.2謂 査の概要

調査は2001年7月15～25日,2002年7月16～23日 に

バ ンコクのチットラダ国有鉄道職員住宅地を対象とし

て,住 戸の変容過程を明 らかにす るための調査を行っ

た。また,バ ンコク郊外ノンタブリ県のワットサクヤイ

集落およびワットジャンパ集落において水辺住宅の変容
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過程を明 らかにする調査を行った。調査の詳細について

は第3章,第4章 のは じめで述べている。

チ ットラダ調査は田中麻里が中核 となり,菊 地雪代,

Yo㎎ 倣1it研 究室の大学院生が参加し,水辺住宅調査は

TerdsakTechagitkachornが 中核となって実施し,田

中麻里,菊 池雪代,Yongtanit研 究室の大学院生が参加

した。報告書は全体 を田中が執筆しているが,4章 は

Terdsakが 執筆 したものを田中が加筆 ・編集 している。

2.タ イ住居の空間構成

中部タイの伝統的住居 といわれる住居は,高床上の寝

室(non),ラ ピアン 〈rabian),チ ャー一ン(chan),台

所(krua)と 多 目的に使われる床下空間タイ トゥン

(taithun)か らなる(図2-・1)。 ①寝室はHong(居 室)

と呼ばれることもあり,唯一 ドアなどで間仕切 られた空

間で,大 切なものを保管する部屋として使われる。②ラ

ビアンはチャーンよ りも 一段高い床を持ち,屋 根があ

る開放的な空間。作業場,就 寝,儀 式時には招待 した僧

侶が座って儀式を執 り行う空間で,多 目的に使われる。

③チャーンは,図 のような①開放型のほか,② 木組壁で

の囲み型,③ 屋根つき型がある。完全な内部空間ではな

く,比 較的開放的で,作 業場,物 干し,遊 び場,結 婚式,

新築祝いなど重要な儀式時には客を招待する空聞とし

て,多 目的に使われる。

中部 よりも寒冷な季節をもつ北部や東北タイなどで

は,チ ャーンとラビアンの機能を持った室内空閲として

の広間をもつ住居も多 くみられる(図2-2)。

本研究における広間空間とはこのチャーンを中心とし

た空間および室内化した広間の両方を指す。

3.チ ッ トラダ住宅地の計画と変容

3.1チ ッ トラダ住宅地の位置づ けと調査概要

調査対象はタイ国有鉄道(StateRailwayofTahiland

以下SRr)職 員のための給与住宅の一つ,チ ットラダ

住宅地である。鉄道局住宅は1896年 にタイで鉄道事業

が開始された頃か らタイ国内の鉄道沿線を中心に建設さ

れてきた と言われる注2)。住宅は無償で提供され,居 住

者は電気や水道といったサービスを自己負担する。現

在,バ ンコクには25カ 所,4,311戸 の鉄道局住宅がある。

戦前期のタイ鉄道業を研究している末廣によると,戦

前期の鉄道局は政府最大の部局で1930年 代には従業員

数が15,000人 以上で,こ れを超える政府部局は他には

なく,マ ッカサン鉄道工場の労働者数1,000人 を凌駕す

る近代工場も戦前のタイには存在 しなかったという注3)。

末廣はタイにおける賃労働の形成や労働条件の解明は鉄

道業の概究から始まると捉えているが齢,住 宅計画分

野においても初期の給与住宅,計画住戸の事例として捉

えることができる。

チッ トラダ住宅地は1930年 代に建設され,大 きく変

化することなく住み続けられている。職員階級に応Uて

一戸建て(9戸)
,二 戸建て住宅(8戸),高 床木造長屋

建て(以 下ローハウス,152戸)が 池を囲んで配置され,

バンコクに現存する鉄道局住宅地の中では5番 目に大き

な住宅地である注5)。いずれの住宅 も伝統的中部タイ住

居にみ られる多 目的に使われるタイ トゥンTaithunと

呼ばれる床下空間,チ ャーンChanと 呼ばれるテラス空

問をもつ。ローハウスには複数世帯でチャーンや台所を

共有するなど集合住宅 としてもユニークなもの(ローハ

ウス6)が あり,本 章ではこのタイプのロ・・一・一'ハウスにお

ける居住者のアクテイヴィティと住空闇の関係性に注目

しなが ら、建設後60年 にわたって住み続けられきた過

程を明らかにする。

調査内容は,住 宅地の土地利用の現状記録,共 用空間

におけるアクティヴィティ観察調査,木 造高床ローハウ

スにおける共用空間と住戸の使われ方に関するヒアリン

グおよび観察調査,居 住者への生活行動および住戸増改

築の方法に関するヒアリングおよび住戸実測調査であ

る。



3.2チ ッ トラダ住 宅地 の計画概要

1)住 宅地

チットラダ住宅地の配置図で1936年 と明記されたも

のが残 っている(図3-1)。 敷地中央に直径60m、 水深

20mの 大規模な貯水池がみられその脇に2つ の広場が

ある。池の西側 に3タ イプのロー・一・ハウス(ロ ーハウス

1,2,6)が 配置されている。図面左上部にはローハウス6

の住棟間に設けられた,芝 生の円形水場が描かれてい

る。この配置図には記載されていないが、池の周 りには

ホランポーン駅から移築されたバンコクで最初の鉄道局

の戸建住宅が並んでいる。幹線道路から敷地内に続 く

カーブした街路に戸建て住宅が並び、池や広場を中央に

配 した求心的な空間構成、高床木造のテラスハウス,中

部タイの民家型住宅が点在する配置計画,芝生の円形水

場などには西欧のデザインの影響が見られる。店舗や集

会所などのコミュニティ施設は計画されていなかったよ

うである。

2)住 宅

チットラダにあるローハウス1は 鉄道運転手などラン

クが高 く,次 にローハウス2,そ して線路修復など土木



作業員 らのローハウス6と なっている(表3-1)。

ローハウス1と2は2.2rnの コンクリー ト製柱の上に

建てられた木造高床で,隣 接住戸 と木造壁を共有するテ

ラスハウスの形式で、床はチークの板張 り、建具 も木

製、天井は張 らず、屋根はカブアン・ワオと呼ばれるセ

メント瓦の寄棟屋根である。タイ トゥンTaithunと 呼

ばれる多目的に使われる床下空間を持つ。

ローハウス1と2は,室 構成と奥行きは同Dで 間口が

異なる(RH1:4mx15rn、RH2:3mx15m)。 いずれも階

段を上がるとチャーンが寝室と台所をつないでいる(図

3-2)。 チ ャ リア ンはチ ャー ンの床 レベ ルよ りも

15～20cmほ ど高く,寝 室前に設けられたベランダであ

る。チャリアンという室名称は青焼き図面でその名前が

確認されたが、今 日ではあまり使われることがなく、明

確に定義することも難しい注6)。

ローハ ウス1と2の 図面には設計者名としてモン ・

チャオ ・ウォタヤコ・一一一一ン ・ウォラウォンMonChao

VodyakaraVaravarnの 名前が記載されている。王族

の一人で,1920年 代に英国で建築を学び,帰 国後タイ

国有鉄道局で建築家として仕事を始めた。バンコク・ノ

イ駅舎をはじめ鉄道局の関連施設を設計するかたわら,

タイの風土に適応した建築材料および技術の開発にも熱

心 に取り組み,実験や研究をふまえて多くの個入住宅を

設計している注7)。ローハウス1や2の 設計も中部タイ住

居の空間構成を都市型住宅へ応用した興味深いプランニ

ングといえる。

3)ロ ー一一ハウス6に ついて

ローハウス6の 設計者名は不明であるが,高床で床下

空間をもち,寝室 と台所がチャーンを介 して接続 してい

る点はローハウス1や2と 共通 している。

1棟 には6人 の労働者(コ ンガーンKongan)と 労働

者のリーダー(ホ ワナーコンガーンHuanaKongan)



の計7世 帯が居住することが想定されて いる(図3-

3)。 リv・一一・ダーは労働者よりも広 い居室と専用台所が与

え られる。労働者は2.5x2.5mの 居室が与え られ、

1.8x2.Omの3つ の台所を6人 で共有する。2世 帯で1

つの台所を共有す るように計画されたと考えられる。

その他 に2つ のチャリア ンがある。チャリアンAは

リーダーを含む3居 室で共有 し,チ ャリアンBは2居

室で共有 しチャーンとも接続 していた。

3.3チ ッ トラダ住宅地の現況

大きく変化 したのは,円 形水道が壊されたこと注8),

共同 トイレが壊され台所下に トイ レ兼水浴び場が造 ら

れたこと,床 下空間が居室化されたこと,鉄 道局全管

轄のままバンコク都の正式なコミュニティとして登録

されたこと注9>,火事によって一部が建て変わったこと,

居住者の副業として営まれる屋台や食べ物屋,雑 貨店,

美容院などが,広 場周辺と壊された円形水道やその周

辺住戸に多 くみられることである(図3-4,3-5)。 とく

に,バ ンコク都のコミュニティとして登録されてか ら,

都の政策によってスポーツ広場が整備された り,祭 り

は近隣住民も含めて盛大に行われ補助金 も出るように

なったり,近 隣地域のオープンスペース としての機能

を担 うようになった。

鉄道局住宅の規則には,鉄 道局を退職 したり,定 年

後は退去しなければならないこと,又 貸 しや権利を譲

渡 してはいけないこと,増 改築や商業活動の禁止など

が明記されているが,実 際には遵守されていない。

3.4チ ッ トラダ住宅地における共用空間の変容

もともと高床住棟の床下空聞、円形水道を囲う中庭、

池や周辺の広場といった3タ イプの共用空間があった。

アクティヴィティの観察調査注10)から共用空間の物理的

変化 と機能の変化が明らかとなった。

多 目的な活動に使われていた床下空間は,増 築され

現在では居室化されるか商業活動に使われている。床下

空間は天井が低 く,雨 期には水浸しになることもあるな

ど住環境は良 くないものの,退 職や不慮の事故などで住

む権利を失った世帯のための居住空間として機能してき

た。増築は床下だけでなく住棟周囲にも及んでいる(図

3-5)。

中庭は平日と休日を問わず,女性の数が多くみられる。

とくに洗濯や子どもの行水,調 理の下ごしらえといった

家事をする割合が多くみ られた。中庭は住宅内では対応

しきれない半屋外での生活スペースとして機能 している。

池周辺ではとくに夕方に人が多 く集まる。多くの屋台

も集まり、釣 りをしたり,夕 涼みをしながら会話を楽 し

む,人 々をながめるなどくつろぐ様子が観察された。池

周辺ではかつて床下空間などで行われていた水掛祭りを

はじめ,多 くの祭 りが盛大に行われるようになってお り,

池周辺のオープンスペースは居住密度の高 くなったコ

ミュニティにとって,日 常のくつろぎをはじめコミュニ

ケーションの場としてより重要な役割を担っている。

3.5住 戸と共用チ ャーンの使われ方

1)共 用チャーンの使われ 方

ローハウス6の 共用チャーンの利用状況を把握するた

め,全13棟 を対象として共用チャ・一・一・・ンとチャリアンAに

置かれる家具や物品を記録 した注11)。そのうえで代表的

だと思われる4棟 の共用チャーンにおいて平日(6:30-

19:0◎)と休 日(8:00-19:00)の30分 ごとに,そ こでみ

られた人とアクティヴィティを記録 した注12)。さらに,居

住歴の長い居住者にチャーンの使われ方についてヒアリ

ングを行った。

共用チャーンは建設か ら60年 を経た現在も1例 を除い

て広間空間として残されている注13)(図3-6,3-7)。チャー

ンの機能としては主として4つ み られた。a.作 業空間:

縫製を生業とした り,洗濯屋を副業 とする世帯の仕事場、

b.家 事空間:洗 濯物を干した り、洗濯機を置いて洗濯 し



た り,調 理の準備をする場所,c.収 納空聞:調 理や洗濯

に関わる日用品などを置 く収納場所,d.通 路:各 住戸へ

のアクセス,子 どもが遊ぶ場所である。かつてチャーン

が担っていたコミュニケーションやくつろぎのための利

用は,子 どもの遊びを除いて他にはみられなかった。

しか し,ヒ アリングによると結婚式や葬式には共用

チャー ンが使われている(図3-8)。 最近は結婚式のパー

ティなどは住宅外の施設を利用することが多いが,結 婚

式,葬 式に関わる儀式は住戸に僧侶を招いて行われ,そ

の際共用チャーンやチャリアンが使われる。92棟 の居

住世帯(X12)は,結 婚式の当日朝,タ イで ラッキーナン

バー といわれる9に ちなんで,9人 の僧侶を招いて儀式

を行っている。仏像を奉る棚と僧侶が座るスペースを確

保するため,前 日にはチャリアンと住戸の間の板壁を外

して広 問としている。88棟 の世帯X7の 結婚式でも全く

同様のことをヒアリングで確認 している。

葬式は最近では様態が悪くなった時点で病院へ運び、

亡 くなった場合には病院か ら直接寺へ運び込み,遺体が

住戸 に戻されることはほとんどない。しかし,夕 方に急

死 して寺へ運べない場合には,住戸に運ばれ翌日寺へ移

送される。80棟 では3年 前に2階 住戸の居住者が急死

した際,住 戸内に遺体を安置し,4人 の僧侶をチャーン

に招いてお経を唱えた。

このようにチャーンは先にみた4つ の機能に加えて儀

礼,と くに僧侶を招 くための空聞としての機能を現在も

担う重要な空間である。床下や住棟まわりの著しい増改

築に対 して,チ ャー ンを分割 して居室化した事例が少な

い背景には,儀礼時における広間空間としてのチャーン

の利用が大きな要因と考えられる。



2)住 戸内での アクテ ィヴィテ ィと空間分節

次に住戸内空問の使われ方を把握するため,居住者に

寝る(sleeping),食 べる(eating),く つろぐ(relaXing),

友人を招いたり,接 客を行 う(communicating)と いっ

た基本的生活行為の場所について聞いた。その結果,寝

室空間の分け方に違いがみられた(図3-9,表3-2)。

①タイプ ユ:全 ての行為がひとつの空間で行われる

(4戸)。2戸 ではベッ ドを使用し,住 戸空間はよ りプラ

イベー トな寝室空間として機能していた(X6,X11)。

②タイプ2:寝 室空間とそれ以外の空間の境に家具や

床シー ト,床 レベルなどで境界をもつ(7戸)。

ベッドや家具を設置(X3,X17,X10),低 い天井や高

い床レベルを利用 しているもの(X1,X10,X14)は すべ

て1階 住戸にみられた。1階 住戸の天井高さは,最 も低

いチャーンの下で1.3～1.5m,住 戸下で1.6rnで,こ

うした低い天井部分を寝室空間に利用している。

1階 の8戸 中4戸 で低い天井部分に隣接 して高い天井

空間を増築 して,食 事や くつろぎ,交 流など日中の居住

空間として利用 していた(X1,X5,X10,X14)。

③タイプ3:ド アや壁で仕切 られた専用寝室をもつ(9

戸)。

住戸の床面積が大きくなるほど専用寝室が確保される

傾向にある。しかし,小 さな住戸においても,家 具を置

いた り,床 マット,床段差などを利用して寝室空間を他

の食事やくつろぎ,交 流の場から分ける傾向にある。

一方で食事やくつろぎ
,交流空間についてみるとこれ

らを明確に分離する傾向はみられない。

すべてのアクテイヴィティを分けて行うほど床面積に

余裕がないことが一つの要因である。しかし,床 面積の

大きな住戸においてもこれら3つのアクテイヴィティを



分けようとする傾向はあまり認められない。熱帯環境の

もと居住空間は屋外へ拡張してお り,屋内と屋外がとも

に食事や くつろぎに使われたり,家族全員が揃って食事

をとるというよ りも,個 々人が好きな時にとる,ま た軽

い食事を1日 に何度か取ることも多く,多 くの食器や食

卓なども必要としないため,空間が固定されずに多目的

に使用されることが考え られる。

この空間に床段差がある場合には,来 訪者はそのス

テップに腰をかけて居住者 と話 しをすることになる。段

差を利用したコミュニケーション行動はタイ農村住居で

は広 くみられ,住戸内外の接点としての空間の意味をよ

り明確に理解することができる。住戸内外,住 宅内部に

おける部屋 と部屋をつなぐ役割も担う。

また,こ の空間に置かれるものや飾りなどには類似性

がみられる。ヒンプラ(仏 像を奉る棚)や 国王の肖像画

や亡 くなった家族の写真といった象徴的なしつらえがみ

られる。2/3の 住戸で広間空間にヒンプラが置かれてい

た。1階 住戸は2階 住戸の窓下から屋根をかけることが

多いが,こ うした肖像画は崇拝の対象となるため,窓 下

の壁面という住戸の中でも高い壁面を利用して掛けられ

る(X1,X3,X10,X14図3-7)。 この空間は象徴的か

つ社会的意味をもつ空間でもある。

3)住 戸 と共用チ ャーンの関係性

住戸内空間の使われ方は1階 住戸と2階 住戸で異なっ

てお り次のような傾向が見 られる。1階 住戸では,EI常

の多目的な行為に対応 した広間空間と寝室空間は何 らか

の しつ らえで分離されている。一方,2階 住戸では分節

はそれほど明確ではなく寝室機能に特化 した傾向がみら

れる(図3-9の タイプ1と タイプ2)。 それは,各 住戸

がチャーンに面していて,チ ャーンが各住戸にとっての

広間空間と認識されていると考えることもできる。日常

的にチャーンに所有物があふれ出していることの他に,

儀礼時におけるチャーンの利用がそのことを裏付けてい

る。1)で みたように共用チャー一ンは儀礼時に使われる

が,そ れは2階 住戸に限定される。ヒアリングによると,

上階に親族などが居住せず1階 だけを使用 している住戸

の場合は,遺 体は住戸内に安置され,1階 の住戸前や中

庭など屋外に僧侶が座る台座が用意される。1階住戸で

の結婚式の事例も収集できなかった注14)。

これ らのことより,2階 のチャーンは棟全体の共用空

間というよりも2階住戸のための共用空間として使われ

認識されていると考えられる。1階住戸ではチャーンの

ような共用空聞をもたないため,各住戸で個別に多目的

に使える広聞空間を確保 しようとしている。

4.水 辺住 宅における住戸の変容

4・1水 辺 集落 の類型 と調査概要

タイはかつて水の都と呼ばれ,か つては運河が主な交

通手段であったが,道路建設に伴い徐々にその機能は縮

小しつつあり,都 市かの影響を受けて変容しつつある。

本章では,運 河沿 いにみられる水辺住宅の変容過程か

ら,住 空問の特質について考察する。とくに,多 目的に

使われる広間空間と水の関係に注 目する。

調査はまず1993年 の航空写真と1930年 代の地図を

手がか りとして,バ ンコク西部の旧チャオプラヤー川の

一部であるバンコクノイ運河周辺を踏査し,集落選定を

行った。まず簡単にバンコクノイ運河の水辺集落を位置

づける大きな要素となる水路体系および集落生業の変化

についてみてお く。

水路は大きくは3段 階に分けられる。バンコクノイ運

河のような大きな主流運河で流域圏の運搬や交通要路と

なる第1水 路。第2水 路は第1水 路か ら分岐して水路内

の集落への運搬,交 通,灌 慨,日 常生活に使われるもの。

第3水 路は,果 樹園地帯にある小規模なもので主に運

搬,灌 慨水路として利用されるものである(図4-1)。

もともとバンコクノイ運河は海水地帯であり,水際や

後背地にはマングローブが林立 し,漁業が生活を支えて

きたと考えられる(第1期)。 次第に海水から淡水へと

変化し,主食 となる米づくりの水田ができるようになっ

たと考えられる。このころ,後 背湿地において農業用用

水路の掘削工事や初期の灌慨事業が行われた(第2期)。

そして省力化,高 い利潤,安 定性などの面から生業が水

田から果樹栽培に変化 した。水の補給や運搬などを効率

的に行 うため,第2水 路 と第3水 路の掘削工事が行われ

た(第3期)。 水辺集落は第2期 の農業発展期に住居の

数が増え農業集落だけでなく,第1水 路と第2水 路の交

差点に筏上あるいは杭上商店など商業中心の集落ができ

て形成されてきた。

調査対象のワッ トサクヤイWatSakyai集 落および

ワットジャンパWatJumpa集 落は,い ずれ も第2水 路

に面してお り,比較的古い寺院を中心 とした初期の農業

集落で,外部の影響が及びにくく水辺住居の居住環境を

維持してきたと考えられる。

これらの集落の形成過程,住 戸類型,住 宅の増改築の

変遷,住宅内での生活行動および住戸増改築の方法につ

いて居住者へのヒアリング,観 察調査,住 戸実測調査を

行い水 と住空間の関係を考察した。

4.2水 辺住宅の類型化と住空間(図4-2)

水辺住居は建設年代,建 設技術などの違いにより,高

床住居,杭 上住居,陸 上化住居の3形 態がみられる。

1)高 床住居(JP6,SY8)

高床住居は中部タイ地方の伝統的住居と同じ空間構成

と構造を持つ。ワットサクヤイやワットジャンパ集落に

み られる高床式住居のほとんどは地元で造られたのでは

な く,別 の地域で造 られたものを解体 し,船 で運賦 こ



れらの集落で再び組み立て られている。

高床住居の床上空間と水際空間とは直接結びつかず,

床下空間が水際空間と接する。

2)杭 上式住居(JP4,JP5,JP7,SY3,SY7)

伝統的高床住居よりも後 の時代に建てられる。加工し

た木材を使用するため空間構成や構造が比較的自由に設

計できるようになり,別の地域の職人に頼らないで地元

の大工に依頼する仕組みになった。

高床住居との違 いは,チ ャーンに屋根がかけられ,木

組壁で囲われた トーンTongと 呼ばれる室内化された空

間をもつ,あ るいは最初か ら広くて大きい密閉空間とし

ての トーンがつくられることである。この広間空間は室

内での作業や接客,家 具やテ レビなどの物置,結 婚 ・新

居祝いなど大事な儀式時の客の居場所として多 目的に使

われる。トイレ兼水浴び場Hongnamが 主屋に接続 して

設 け られる。水 と直結 す る階段 と桟橋 の間 の東屋

SalaTahnamは 屋根がかけられたくつろぎ空間で桟橋の

一部に屋根がかけられたものも含む
。

杭上式住居では内部空間と水際空間が接続 され,水際

空間は多 目的に利用され形体も多様化する。

3)陸 上化住居(SYI1,SYI2)

最も新しい建築形態で,高床住居や杭上式住居にみ ら

れた床下空間を埋め立て,基礎をつくりその上に建つ地

床住居である。桟橋や水に面 した東屋などを持つが主屋

とは直接結びづかない。陸上化住居の内部空間と水際空

間は分断されるが,水 際空間に新たに日中の居場所がつ

くられる。

住居は高床住居から杭上式住居へそ して陸上化住居へ

と変化 してきでいるが,そ れらは,家 族構成の変化や経

済的な状況に応じて行われたきた。また,木 材の加工や

建設技術の発展による。家具やテ レビの出現によって貴

重品の安全性を確保するためチャーンなどの開放的空間

が内部化されたと考えられる。しかし,タ イ トゥン床下

空間の衰退,チ ャーンの内部化のため,そ れらが担って

いた機能の一部は,新たに水際に開放的空聞を設けるこ

とによって解決されてきたと考えられる。水路 に出現 し

た物売 り船を利用することが多 くなり,水際空間が日常

生活を行う空間として工夫されてきたと考えられる。
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しか し,住 居形態が変化 した り,水 際空間が多様化す

る一方で,住 居内部には僧侶を招いて執り行う儀礼のた

めの広間空間が必ず確保されている。

5.ま とめ

5.1ロ ーハ ウスの居住 過程か らみ た住空 間の特質

チットラダ住宅地は1930～40年 に建設されたタイ国

有鉄道職員地である。タイにおける初期の給与住宅,計

画住戸 として位置づけられ,計画内容やデザインも伝統

的なタイ住居の空間構成を取り入れなが ら,西洋風の住

戸外観 配置形式をもつ折衷様式のユニークなものであ

る。なかでも,1棟 の高床木造住宅のチャーンや台所を

7世 帯で共有するローハウス6に ついて,そ の特徴であ

るタイ トゥン(床 下空間)や チャーン(テ ラス)の 変容

および利用状況を明らかにした。

チットラダには親子3代 にわたって居住するものも少

なくない。住棟間の中庭や池周辺や広場など初めから十

分なオープンスペースが計画されていたこともさること

ながら,居 住者は隣i接する住戸ユニットやチャリアン,

台所や床下空間を居室化 したり,敷地内の複数ユニット

を使用 したり,露台などを置いて家族が集 まるための場

所を確保するなど,住宅地のさまざまな空間を利用しな

がら長期にわたって住み続けてきた。

チャーンは熱帯湿潤という自然環境下で,特定の機能

のためというよりは様々な生活行為に使われ,通 路とし

ての役割や共食をはじめコミュニケーションのための,

日陰で風通 しの良い場所 として設計された。現在では,

ローハウス6の チャーンは,床下空間の増築による通気

性の悪化や所蔵物品のあふれ出しなどか ら快適な空間と

はな り得ず,コ ミュニケーションの場としてはあまり機

能していない。

しか し,チャーンが問仕切 られ個別の住戸内に取 り込

まれた事例は13棟 中1棟 のみで,残 る12棟 では現在で

も広間空間として残されてお り,大幅な増改築は行われ

ていない。チャーンは日常的には仕事場,家 事空間,収

納空間,通 路や遊び場として使われ,そ して頻繁ではな

いが僧侶を招 く場合の儀礼の場として使われる。タイで

は仏教信仰が 日常生活に深く根付いてお り,主な儀式に

は複数の僧侶が住戸 に招かれる。儀式を行 うためには,

仏像を安置して複数の僧侶が座るための広問空間が必要

となり,チャーンはそれ らに対応できる空間となってい

ることを明らかにした。多目的空間としての広間空間を

共有するチ ットラダの住戸事例は,生 活様式に適応 し

た,今後のタイにおける住戸の集合形式を考えるうえで

示唆に富む。

5.2水 辺住居の居住過程からみた住空間の特質

バンコクノイ運河の支流沿いの水辺住居の居住過程に

は次のような段階がみ られた。①環境条件に合わせ,決

まった構成をもつ伝統的高床住居,② 環境条件にあわせ

自由に構成できる杭上住居,③ 環境条件をかえ,自 由に

構成できる陸上化住居である。

居住空間構成と水際空間との関係では,①高床住居で

は内部と水際空間との切断され,床 下空間が水際空間と

接する。②杭上式住居では住居内部と水際空間が接続

し,水 際空間が多 目的に利用され,そ の形体 も多様化す

る。③陸上化住居では内部 と水際空間とは分断し,水 際

空間に新たに日中の居場所 を確保する。

これ らの変容は,家族構成の変化や経済的な状況に応

じて行われたきた。また,木 材加工や建設技術の発展に

よる影響もある。そ して,家 具やテレビの出現により貴

重品を保管するためチャーンなどの開放的空間が室内化

されたと考え られる。しかし,タ イ トゥンやチャーンは

もともと半屋外の開放的な空間で 日常の居場所 として機

能していたため,そ れ らの衰退によって,そ れらが担っ

ていた機能の一部は,新たに水際に開放的空間を設ける

ことによって解決されてきたと考え られる。さらに,水

路に出現 した物売り船の利用のため,水際空間は工夫さ

れ多様化 してきたと考えられる。

住居形態が変化 した り,水 際空間が多様化する一方

で,住居内部には僧侶を招 く儀礼のための空間として広

間空間が確保されていることを明らかにした。

5.3住 戸計画 に向けて

タイにおける住戸計画を考えるにあたって,広間空間

の継承性を改めて認識する必要があると考える。広間空

間は,特定の機能 に限定されず 日常の様々な生活行為に

対応した生活空間であり,生活に深く根付いた仏教信仰

に基づき僧侶を招いて儀礼を行う空間としても重要な役

割を担 う。水辺住居では広間空間は保持されながら,水

際に日常生活を行 う場が多様に設けちれる。そして,住

戸内外の二分化された空間だけでなく,高床の床下空間

や露台を置いた半屋外テラスのような内部と外部の中間

的なあいまいな空間が日常の居場所となることが多い。

日本における住戸計画を考えた場合,タイの事例がダ

イ レクトに反映されることはあり得ない。しかし,多 様

化する生活に対応 した,機 能別の室構成に代わる住戸計

画のあり方が求められているなかで,様 々な生活行為や

インフォーマルな接客 も行う多目的な用途に使える空間

をもっと積極的に計画に位置づけていくことや,住宅内

外をつなぎ交流を促すような中間的で曖昧な空間が担っ

ていた役割を再認識することなどは,これからの住宅の

あり方を考える上でも有効な視点と考えられる。
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住者の方々にご協力を得たことを感謝申し上げます。

<注>

1)農 村住居やバンコクの住宅で居住者に広間空間の呼び方を

問うと決まった名称はないと答え,「 接客 して食べたりす

る部屋」「食べたりくつろぐ部屋」「livingroom」 な どの

言葉で説開される。タイ住宅公団の図面においても英語で

はmUltipurposespace「 多 目的室」と表記され,タ イ語

ではhonanekprason,honpak,honpakasaiな ど 様々

に表記されている(文 献3)。

2)文 献8

3)文 献1,p.14

4)文 献1,pp.9-14

5)文 献8

6)チ ャーンは辞書によると「なにかの外の部分」(TheRoyal

Institute2525)と 定義されるが,チ ャリアンとラビアン

について明確な定義がない。タイのバナキュラー建築,伝

統的住居に詳しいシリパコン大学建築学科のOnsiriPa血

教授によると「チャーンは接続空間であり芙語では

terraceと 表記 し,チ ャリアンとラビアンは明確に区別す

るのが難 しい。チャリアンは住宅の一部で部屋に隣接した

空間もしくは通路で,英 語ではverandaと 表記するのが

良い」という。同学科のタイ現代建築家のVira

Inpuntungif授 は 「チャリアンはパブリックスペースか

らアクセスできる空間であり,ラ ビアンは私室からアクセ

スする空間」という。(2001年 イ ンタビューによる)

7)モ ン ・チャオ ・ウォタヤコーン・ウォラウォンは1900年

11月9日,ラ ーマ4世 王の子息クロムマプラ・ナラー

ティッププラパンポンの次男(ラ ーマ4世 の孫)と して生

まれる。幼少期か ら美術の才能があ り国王奨学金を得て

1919年 秋 にイギ リスへ留学する。1927年 にケンブリッジ

大学建築学部で学士を取得し,ロ ンドンで実務研修を経て

タイに帰国し,1928年4月1日 からタイ国有鉄道局で建

築家として仕事を始めた。鉄道局の関連施設を設計するか

たわら、タイの風土に適応 した建築材料および技術の開発

にも熱心に取 り組み,実験や研究をふまえて多 くの個人住

宅を設計している。タイで最初の総合大学チュラロンコン

大学に建築学科が創設された時には,客 員講師として招か

れ後に専任教授となる。チュラロンコン大学の商業 ・会計

学部棟 も設計 している。また,タ イ建築家協会

Ass㏄iationofSiameseArchitects(ASA)の 創設特別顧

問の一人でもあり,タ イ建築界のパイオニアといえる(文

献6に よる)。彼が英国に滞在した1920年 代,西 欧では第

1次 世界大戦が終わり住宅不足が深刻な社会問題 となる一

方,芸 術やデザインの分野での近代運動が勃興 していた時

期であり,さ まざまな特筆すべきハウジングの実践が行わ

れており,帰国後の設計活動にも多大な影響を及ぼしてい

ると考えられるが,建築家としての作品や建築思想につい

ての十分な研究は行われていない。

8)1973年 頃 まではRH6の ローハウス4棟(1棟 に7住 戸)で

1つ の円形水場を使用していたが,28戸 で1つ の水場を

共有するため,一 人6バ ケヅまでという規定がつくられ

た。それでも水のをめぐる トラブルが頻繁だったため,

1975年 頃 に円形水道が壊され台所の階下に新たにトイレ

兼水浴び場が造 られた(ヒ アリングから)。

9)1992年 か らチットラダ住宅地は鉄道局の管轄のまま

「チュム チョン サゲオChumChonSageo」 という名

前で,バ ンコクの正式なコミュニティの一つとして登録さ

れ,コ ミュニティ設備が整った。これは1990年 代から社

会開発を支える仕組みとしての 「自助的開発型」の住民組

織形成を目指す動きが顕著となり,バンコク都によるコ

ミュニティ委員会 くカナ ・カマカーン・チュムチョン)の

制度化を受けたものである。広場は 「1広場1ス ポーツ」

というバ ンコク都のスローガ ンを受けて、3つ の広場と備

品が整備された。また応急処置薬を無料で提供するヘルス

センター,ポ ールな ど用具を貸 し出すスポーツセンター,

子 どもたちにスポーツを指導する子育てクラブなどが組織

され,ロ ーハウス6に 居住する5,6人 の住民ボランティ

アで運営 されている。

10)ア クティヴィティ調査は,平 日(6:30-19:00)と 休 日

(8:00-19:00)に 中庭(court)と 池周辺(Aroundthe

pond)で み られたアクティヴィティについて成人男女,高

齢者,子 どもに分けて,30分 ごとに10分 間記録した。集

計グラフおよび観察記録図面は文献4に 掲載 している。

11)物 品集計の結果,チ ャーンには家具よりもタライや衣類と

いった日用品が多くみられた。チャリアンに置かれる物品

数はチャーンより少なく,チ ャリアンだけにみられたもの

はTVセ ッ ト,ソ ファ,カ レンダーなどであり,チ ャーン

よりも私的な空間としてとらえ られている。集計表はは文

献4に 掲載。

12)84,96,98,100棟 の共用チャーンでみられたアクティヴィ

ティは参考文献4に 掲載。

13)唯 一チャーンを分割 して私室化 した事例はX8の コミュニ

ティリーダーの住戸だけで,上 司も改築を黙認したとい

う。

14)1階 に居住する世帯ではバンコクに住む親族の家に僧侶を

招いて儀式を行った事例もある。
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